
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

編集後記  
建築士会の皆様におかれましては、新型感染症禍 

での新たな生活様式、ビジネスモデルへの対応、ま 

た甚大な影響が想定される自然災害への備え等、従 

来の概念で考えられなかった新しい大きな変化への 

対応に日々ご活躍されておられることと思います。 

巷ではエッセンシャルワーカーという表現で医療関 

係者をはじめ、困難下でも社会を支える仕事がより 

脚光をあびています。社会を担うモノを創りあげら 

れる皆様が更に求められていくように思います。 

紙面は縮小されましたが、この「士会奈良」、外 

情報・広報委員会 
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お知らせ 
●令和 2年度 一般社団法人奈良県建築士会 

  通常総会報告 

 当初、令和 2 年度通常総会は 5 月 21 日に開催 

予定でしたが、新型コロナ禍の感染拡大防止による 

自粛等で延期になり、７月１５日(水)午後３時より､ 

奈良県文化会館にて通常総会が、開催されました。 

総会は、まず物故者に対しての黙祷、引き続き会長 

挨拶があり、議長に橿原支部・紀本澄男氏が選任さ 

れ、出席者４５名（委任状３５９名・会員総数７７ 

９名）参加の下に成立、議事が次第に従って行われ、 

各議案について慎重な審議の結果、滞りなく決議承 

認されました。 

また、令和２年度新規終身会員は、西野圭作（生駒 

 

    13 日（日）二級建築士試験（製図） 
17 日（木）監理技術者講習(奈良県建築士会館) 

23 日（水）建築士定期講習（奈良県産業会館） 
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９月 11 日（日）一級・木造建築士試験（製図） 
21 日（水）監理技術者講習(奈良県建築士会館) 10月 

支部）、松本保昭（高田支部）の２人が登録され

ました。           （記：松尾憲治） 

 
 

●第 39 回近畿建築祭 「大阪大会」 
 2020 年 10 月 17 日に開催を予定していました近
畿建築祭「大阪大会」につきましては、新型コロ
ナウイルスの感染拡大防止のため中止することに
なりました。 
 
●新入会員  髙杉 明  様  天理支部 
●新賛助会員 タニコー(株) 奈良営業所 

よろしくお願いいたします。 
●訃報 若井 繁敏 様  奈良支部 
         ご冥福をお祈りいたします。 
 

注に頼らず委員会メンバーで制作し事務局で印刷

する形となり、より身近でタイムリーな情報伝達

の手段となりました。また情報・広報委員会も下

記メンバー表に反映されましたように各支部から

新たなメンバーが加わっていただきました。是非

とも皆様の素晴らしい取組みをこの紙面にご投稿

お願い致します。今後とも会員の有効な情報共有

の場でありたいと思います。各支部の委員を通じ

てお願いするかと思いますが、どうぞ宜しくお願

い致します。        （記：松田七彦） 

 

 

「表紙の人」は、人形作家の岡本 道康さんです。吉野杉の木くずを主原料

としたねんどで、喜怒哀楽が豊かな子どもたちやお年寄りの姿を表現して

います。「作品を通じて、“森に還ること”を伝えたい」。製材所から出る端

材が割り箸になり、割り箸を作るときに出る木屑が粘土になる。そんな無

駄のない仕組みや自然の循環を伝えながら、今後も創作を続けていかれる

そうです。 

 おとぎ話の世界のような可愛らしい町や、家。思わずくすっと微笑んで

しまう、愛らしい表情の人形たち。岡本さんの作品には、集う人々の笑い

声が聞こえてきそうな懐かしい暮らしの気配が感じられます。「森のねんど

研究所」は、そんな岡本さんによる奈良県大和郡山市井戸野にある古民家

を活用したアトリエ兼ギャラリーです。岡本さんのこれまでの作品の多く

をここでご覧いただけます。 

 京都府京丹波町の山間部で生まれ育った岡本さんは、幼少期はガラクタ

を組み立てて遊ぶのが好きで、大きくなるにつれて日本画や油絵、粘土な

どの“ものづくり”が得意な少年に成長しました。林野庁の職員として国

有林の管理に携わっていた父の影響もあり「いつか、木を使った作家にな

りたい」と思っていたそうです。大学では経済学を専攻したが、違和感を

拭えず中退。市販の粘土で人形作りを始めました。大阪市で平成５年にあ

った商店街活性化イベントで作品を展示したのを機に、人形作家の道を歩

みはじめます。 

独特な風合いをもつ人形や町は、2015 年に岡本さんが考案した割り箸を

作るときに出る木くずを利用した粘土「森のねんど」から造られます。木

くずにこだわるのは、安い輸入材木に押されて衰退する日本の林業や、荒

れゆく森への想いからだそうで、人形を見て、森や木に関心を持って貰

い、活かされながら生き生きとした美しい森が広がるきっかけになって欲

しいとの願いが込められています。 

この思いを世の中に広げていく活動として、井戸野では「森のねんど教

室」を開催、また、企業や大学、地域団体との協同プロジェクトも積極的

に展開しているとのこと。奈良の木を大切に思う奈良県建築士会との新し

い活動も個人的には楽しみにしています。 

   （記：情報・広報委員会 折目貴司） 

岡本 道康（おかもと・みちやす） 

1969 年 京都府京丹波町生まれ 

1993 年 

商店街活性化・阿倍野 SOHO アー

トプロジェクトに参加、その後

人形作家としてデビュー。同時

期、モルタルに木くずを混ぜた

造形作品を発表。動く造形を目

指し、自動制御業務に従事する 

2005 年 
作品集「ほほえみ」出版/ISBN-

10:4797471409） 

2012 年 

日本最大級の鉄道ジオラマにお

けるデジタル運航システムを国

内で初めて開発に成功 

2015 年 

吉野の割箸の木くずを利用した

粘土「森のねんど」を考案。奈

良地域デザイン研究所設立研究

員として任命｛生きた博物館構

想｝を研究課題とする 

2019 年 
奈良県大和郡山市井戸野に 

「森のねんど研究所」を開設 

https://森のねんど.com 

http://nara-kenchikushikai.or.jp/
mailto:iiinfo@nara-kenchikai.or.jp


令和２年度　（一社）奈良県建築士会事業予定表 令和2年8月20日現在

１週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週

●18日正副会長会●9日・30日正副会長会 ●22日正副会長会 ●10日正副会長会 ●16日正副会長会

●12日理事会・支部長会（奈良県経済倶楽部） ●17 日 理事会・支部長会（奈良県産業会館） ●23 日 理事会・支部長会

●15日通常総会（奈良県文化会館） ●通常総会

●21日近畿建築士会協議会

１級 ●12日学科(奈良県コンベンションセンター） ●11日製図 ●25日製図合格発表（予定）

２級 ●5日学科（同上） ●13日製図 ●3日製図合格発表（予定）

木造 ●12日学科（同上） ●11日製図 ●3日製図合格発表（予定）

名刺交換会他
管理技術者講習 ●17日監理技術者講習 ●16日監理技術者講習 ●19日監理技術者講習 ●17日監理技術者講習 ●21日監理技術者講習 ●18日監理技術者講習 ●16日監理技術者講習 ●21日監理技術者講習 ●24日監理技術者講習 ●24日監理技術者講習

委員会
委員会他 ●22日委員会 9月：委員会 11月：委員会 1月：委員会 3月：委員会

デザイン賞
建築士定期講習 6/11：第1期　→中止 8/26：第2期　1回目 9/23：第2期　2回目 10/22：第3期　1回目 12/2：第3期　2回目 2/17：第4期　1回目

既存住宅調査技術者講習 ●11/10火：更新講習 ●12/8火：更新講習 ●2/10水：新規講習

その他 ●時期未定：中大規模木造設計ｾﾐﾅｰ ●時期未定：既存木造住宅　耐震診断・補強設計講習会 ●1/14木：応急危険度判定士養成講習会

情
報

●委員会
　（毎月第２木曜）

委員会 ●20日委員会 ●21日委員会

文化財専門家講習
ヘリテージ支援ｾﾝﾀｰ ●31日役員会

空き家対策 ●19日空き家対策部会 ●空き家の活用に関する研修会（最少催行人数あり）

勉強見学会、その他 ●近畿まちづくりセミナー

委員会・部会会議 ●全体委員会 ●福まち部会 ●全体委員会 ●福まち部会

近建女会議 ●近建女会議 ●近建女会議（兵庫） ●近建女会議

事業 ●全建女30年記念ポスター ●フープ秋号 ●フープ冬号 ●フープ春号

勉強見学会 ●和室部会セミナー ●和室部会セミナー

委員会 ●22日WEB委員会 ●11日委員会 ●15日委員会 ●委員会

近建青 ●25日奈良WEB会議 ●12日大阪会議 ●7日滋賀大会 ●23日和歌山大会 ●13日京都会議

●設計製図試験無料個別相談会

勉強見学会
CPD ●申請があれば随時受付 ●専攻建築士審査（委員会）

専攻建築士 ●4日～2月末専攻建築士受付開始 ●専攻建築士審査評議会

その他
木材公共建築物等推進タス
クフォース

●3日、10日、22日会議 ●27日会議

奈
良

●21日支部幹事会 ●19日支部幹事会 ●15日支部幹事会 ●20日支部幹事会 ●17日支部幹事会●8日支部幹事会 ●13日支部幹事会 ●17日支部幹事会 ●9日支部幹事会

支部定例会 ●20日　幹事会 ●18日　定例会 ●22日　定例会 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜 ●第３土曜

イベント ●3日　研修見学会 〇27日 町家フォーラム・まち歩き（大和郡山市アイデアサポート事業、予定）

生
駒

●HUG ●HUG ●HUG

●支部役員会 ●支部懇親会（ボーリング） ●支部役員会 ●研修会 ●支部役員会 ●会計報告会

●積木の寄付地業

●理事会(第2週) ●理事会(第4週) 　 　 ●理事会(第３週) 　 ●理事会(第2週) 　

　 ●青年忘年会(第１週) ●新年会(第３週) 　

高
田

幹事会

宇
陀

五
條

吉
野

■ＳＨＩＫＡＩ　ＮＡＲＡ　２０２０.０９

●
■10日記事締切

　　　　●
■1日会誌発行

●
■10日記事締切

　　　　●
■1日会誌発行

●
■10日記事締切

　　　　●
■1日会誌発行

●
■10日記事締切

　　　　●
■1日会誌発行

2月～3月支部ボーリング大会予定
その他、見学会を予定

　12/4忘年会予定5/15事業報告会
6/5　幹事会

7/8　宇陀カントリー支部
ゴルフコンプ（雨天延期）

8月5日　一条高校講堂
見学会,　　8/6幹事会前
の勉強会、講師：LIXIL
様（やってみよう省エネ
住宅シュミレーション）

全国大会広島への参加
（中止）

　10/8幹事会（予定） ド
ロンを使っての測量、建
物調査について講師ス
キャドロン多根井様

9/2　宇陀カントリー支部
ゴルフコンプ

女
性

総
務
企
画

●22日新年大交歓会（予定）

ま
ち
づ
く
り

住
ま
い

教
育
事
業

今年度はﾃﾞｻﾞｲﾝ賞は開催せず、より有意義なデザイン賞の在り方についての議論を行う。

●
■10日記事締切

　　　　●
■1日会誌発行

●
■10日記事締切

　　　　●
■1日会誌発行

１２月 ３月 ４月

橿
原

催し

桜
井

天
理

郡
山

制
度

青
年

●25日理事会・支部長会(奈良商工会議所)

●5日近畿建築士会協議会会長会 ●9日近畿建築士会協議会会長会

●13日兵庫WEB会議

５月6月 7月 8月 ９月 １月
区分

全　体

試
験

１１月 ２月１０月
事業名　　　　月　日

●8日学科合格発表(予定)

●8日学科合格発表(予定)

●25日学科合格発表(予定)

●生駒支部
令和2年度
報告会

●23日生駒　支
部幹事会

●第2火曜
支部幹事会

●第2火曜
支部幹事会

●第2火曜
支部幹事会

●第2火曜
支部幹事会

●平群
あすのす土曜講座

●空家対策学習会

各
委
員
会
の
主
な
事
業
は
次
号
に
て
具
体
的
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す



[ここに入力] 

 

 

■ S H I K A I  N A R A  2 0 2 0 ． ０ ９  

皆様、初めまして。この度、奈良県建築士会青年委

員会委員長を拝命しました吉田敦彦と申します。 

さて本年度は、「革新と挑戦」～共に学びあい、育ち

あい、人間力あふれる人財になろう～を掲げています。 

「基本方針」 

1.業界や地域の動向など生きた情報を科学的に分析し、

委員会内で認識の一致をはかる。 

2.常に危機感と将来展望を共有する。一人ひとりが学

ぶ目標を持つ。 

3.委員会を通じて、建築士の魅力を発信し次世代につ

なぐ。 

4.まちづくりへの参画。 

以上４つの方針に沿って運営してまいります。 

【事業計画・状勢により変更等あります。】 

・設計製図試験 無料個別相談会 

・会員交流（先輩方との意見交換会） 

・研修事業 近畿建築祭参加 

・山林伐採から街つくりまで 

・応急危険度判定士の受講 

・会員拡大ならびに情報発信 

青年委員会の活動を通じて数多くの出会い、そして諸

先輩方が築き上げられた当会の良き風土など、数多く

の学びを私は頂きました。同じ世代の建築士が一丸と

なって奈良県から建築士の魅力を発信できると確信し

ています。 

さて、建築業界を取り巻く環境は大きな転換期を迎

えています。新型コロナウイルス等の影響もあり自粛

ムードが追い打ちをかけ、私達は未曽有の危機に立ち

向かわなければなりません。しかし本当に大切なのは、

どんな環境の下であっても私達、当会メンバーは各々

の会社も個人もいかに環境が厳しくとも、時代の変化

に対応して成長発展し続けるということです。そのた

めには、当会の活動を通じて様々な事業・交流・研修

に参加することで生きた情報を敏感に察知し、各々の

会社や個人の成長に生かして頂きたいです。私は、委

員長としてメンバーの大切な時間を預かっています。

まずは当会に参加して頂き魅力あふれる価値ある事業

を進めていきます。 

年齢・会歴・趣味・性格・各々の会社の事業内容な

ど、私達メンバー全員はいろいろな面で違った人の集

まりです。もちろん当会に所属されている目的も様々

です。当会に参加され自らを成長させたい人、様々な

人脈構築をしたい人、自社の事業に少しでも役に立つ

ノウハウを探している人、また参加する目的がわから

ず暗中模索されている人これもまた様々です。しかし、

参加するなら前向きな気持ちで主体的に参加して頂け

るような環境をつくります。悩んでいる友があればア

ドバイスし、共に学び共に育つことができる、信頼と

協調によって結ばれた人間性あふれる委員会、また一

人ひとりが目標・目的を持って参加できるような委員

会にします。 

長年にわたり諸先輩方が積み重ねられた建築士会の

運動を行う意義を十分に理解し、建築士の魅力を発信

し次世代につなげます。建築士の魅力はすぐに伝える

ことができません。だからこそ私達は、持続可能な循

環社会を形成するためにも、建築士の魅力を発信し次

世代につなげる責務があります。私達が行う、建築士

会の活動を通じて次世代を担う子供たちに、建築の良

さを伝え、より良い豊かな社会を築く新しい力になる

と確信しています。 

 私達は今何をすべきか考え、新たな一歩を踏み出さ

なくてはなりません。良き仲間と共に切磋琢磨し限り

ある時間のなかで様々な事に挑戦していきます。 

最後にはなりましたが、一般社団法人奈良県建築士会

の先輩方をはじめ、会員の皆様のご指導ご協力を賜り、

皆様のおかげで今日の日々があるという感謝の気持ち

で、魅力ある一般社団法人奈良県建築士会青年委員会

の運営に努める所存でございます。 

【事業報告】 

～建築学生ワークショップ東大寺２０２０への参加～ 

青年委員会では９月２０日に開催される建築学生ワー

クショップ東大寺２０２０公開プレゼンテーションに

協力させて頂いてます。建築ワークショップとは、建

築や環境デザイン等の分野を専攻する学生がキャンパ

スを離れ、国内外にて活躍中の建築家を中心とした講

師陣の指導のもと、その場所における場所性に根づい

た実作品をつくりあげることを目的として活動してい

ます。       （記：桜井支部 吉田 敦彦 ） 
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2018年度、旧井田青果店を古民家カフェ「櫻町珈琲店」  

（写１）に、旧吉野銀行をレストラン「ル・フルドヌマ 

ン櫻町吟」（写２）に、元材木商の冨田邸を高級な町宿

「蔵の宿櫻林邸」（写３）にそれぞれ順に改修し徒歩5分 

圏内（図１）かつ、半径200ⅿ圏内に望んでいた施設を 

整えた。なお、これら3施設は当会桜井支部のヘリテ 

ージマネージャー有志がエリアマネジメント事業

（駅前広場ワークショップ）や景観まちづくり活動（景 

観の手引書）に取り組み、産金学官民の連携のおかげ 

で実現へとつながっている。 記：桜井まちづくり㈱ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
① 古民家カフェ（櫻町珈琲店） 

本建造物は、南北の街道（上街道）、東西の街道旧 

伊勢街道）が交差する札ノ辻に位置し戦前から昭和 

50 年代まで井田青果店として営業されていた。その 

後、空き店舗状態が続いていたが 2015年桜井まち 

づくり会社代表の小西宗日出氏が買受けた。そして 

大阪工大林田研究室が調査と利活用提案を担当した. 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

② 銀行跡レストラン（ル・フルドヌマン櫻町吟） 

本建造物は、昭和５年、現在の南都銀行の母体の一つ 

になった吉野銀行桜井支店であった。整備後、元設計 

者が誰であるのかを調べていたところ京都華頂大学 

の川島智生教授に出会い視ていただいた。結果、昭和 

初期の県を代表する建築家（故）岩崎平太郎の設計作 

品であることが判明した。現在、市と県の文化財課を 

通じ文化庁の視察を終え、蔵の宿櫻林亭と合わせて登 

録有形文化財の申請をすすめている。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

③ 高級町宿（蔵の宿櫻林亭） 

本建造物は茶室を有する数寄屋建築であることから 

できる限り昔のままの姿を残し新たな設備は極力目 

立た無いように導入し床下には断熱材を施し快適な 

空間ができるよう改修した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜構造＞木造２階建て ＜竣工＞2107 年 4月 

＜延床面積＞85.51 ㎡（1階 45.46 ㎡ 2階 45.46 ㎡） 

＜事業費＞2,800 万円 ＜補助費＞1,527 万円（国土交通省） 

＜事業主＞都市再生推進法人桜井まちづくり㈱ 

＜運 営＞サブリース方式(10 年間) 

＜設計施工＞新堂工務店（当会桜井支部ヘリテージ M） 

＜設計支援＞ビル‣エイド㈱（当会桜井支部） 

 写１．櫻町珈琲店 

写３．蔵の宿 

櫻林亭  

＜構 造＞ 木造 2階建て離れ蔵 RC造 ＜竣 工＞2018 年 4 月 

＜延床面積＞233 ㎡  ＜事業費＞4,000 万円（備品含） 

＜補助費＞ 2,000 万円（MINTO 機構,桜井市） 

＜事業主＞ 都市再生推進法人桜井まちづくり㈱ ＜運営＞直営 

＜設計施工＞㈱中尾組（当会桜井支部ヘリテージ M） 

＜設計支援＞アルパック（地域計画建築研究所） 

＜構造＞木造と鉄骨造混合＜竣工＞2018 年 4月 

＜延床面積＞166.48 ㎡（1 階：101.24 ㎡ 2 階：65.24 ㎡） 

＜＜事業費＞8,100 万円 ＜補助費＞ 4,381 万円（国土交通省） 

＜＜事業主＞ 都市再生推進法人桜井まちづくり㈱ 

＜＜運 営＞ サブリース方式(10 年間) 

＜＜設計施工＞㈱山本工務店（当会桜井支部ヘリテージ M）） 

＜＜設計支援＞アルパック（地域計画建築研究所） 

図１．桜井駅南口エリア位置図 
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連載その５ ―奈良県景観デザイン賞 2018 受賞作品―              教育事業委員会 
活動賞／桜井本町地区における景観まちづくり＆空き町家利活用プロジェクト 

写２．ル・フルドヌ

マン櫻町吟 

 

今年は本来ならデザイン賞開催年度でありますが、

建築士としての意識を高め、地域を誇りに思う事業に

昇華すべく今後に向けて準備をする一年とさせてい

ただきます。今後のデザイン賞にご期待ください。 

教育事業委員会 委員長 城田全嗣 

■SHIKAI NARA 2020.09 


